
相
次
ぐ
最
高
裁
の
破
棄
判
決
に
注
目
！

は
じ
め
に

最
高
裁
判
所
が
税
務
訴
訟
に

お
い
て
「
破
棄
自
判
」
又
は
「
破

棄
差
戻
し
」
を
言
い
渡
す
と
い

う
こ
と
は
、
か
つ
て
は
、
大
変

珍
し
い
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
最
高

裁
の
破
棄
判
決
が
相
次
い
で
お

り
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
税
法
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
国
税
・
地
方
税
の

税
目
を
検
索
す
る
と
、
８２
件
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

破
棄
自
判
と
は
、
上
級
裁
判

所
が
原
判
決
を
取
り
消
し
又
は

破
棄
し
た
上
、
事
件
を
原
審
に

差
し
戻
さ
ず
に
、
自
ら
判
決
を

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

１

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
で
の

検
索

で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
税
法

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
法
人
税
の
税

目
を
選
び
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を

「
破
棄
自
判
」「
破
棄
差
戻
し
」

の
い
ず
れ
か
と
す
る
【
Ｏ
Ｒ
】

検
索
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
税
区
分
】

法
人
税

【
検
索
範
囲
】

判
決

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

１
行
目

破
棄
自
判

２
行
目

破
棄
差
戻
し

【
Ｏ
Ｒ
】（
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
Ｏ
Ｒ
に
変

え
ま
す
。
）

１６
件
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
の
判
決
を
一
瞥
し
ま

す
と
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
言

い
渡
さ
れ
た
事
件
の
９
件
と
、

昭
和
の
年
代
に
言
い
渡
さ
れ
た

７
件
と
に
大
き
く
分
か
れ
ま

す
。そ

し
て
、
法
人
税
の
税
目
に

限
定
す
る
と
、
昭
和
６１
年
か
ら

平
成
１６
年
ま
で
は
、
破
棄
判
決

は
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
判
り
ま
す
。

２

最
近
の
法
人
税
破

棄
判
決

平
成
１６
年
以
降
本
年
ま
で
の

法
人
税
の
税
目
に
収
録
さ
れ
て

い
る
破
棄
判
決
を
拾
う
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
平
２２
―
０３
―
０２
第
三
小
法
廷

ホ
ス
テ
ス
報
酬
の
源
泉
徴
収
義

務
Ｚ
８
８
８
―
１
５
０
８
（
破

棄
差
戻
し
）

②
平
２１
―
１２
―
０３
第
一
小
法
廷

ガ
ー
ン
ジ
ー
島
事
件

Ｚ
８
８
８
―
１
４
８
５
（
破

棄

自
判
）

③
平
２１
―
０７
―
１０
第
二
小
法
廷

更
正
の
請
求
／
所
得
税
額
控
除

の

計

算

誤

り

Ｚ
８
８
８
―

１
４
３
６
（
破
棄
自
判
）

④
平
１８
―
０２
―
２３
第
一
小
法
廷

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
事
件
／
外
国
税
額

控
除
余
裕
枠
の
彼
此
流
用
は
制

度
の
濫
用

Ｚ
２
５
６
―

１
０
３
３
０
（
破
棄
自
判
）

⑤
平
１８
―
０１
―
２４
第
三
小
法
廷

旺
文
社
事
件
／
第
三
者
割
当
て

に
よ
る
含
み
益
の
移
動

Ｚ
２
５
６
―
１
０
２
７
９
（
破

棄
差
戻
し
）

⑥
平
１７
―
１２
―
１９
第
二
小
法
廷

大
和
銀
行
事
件
／
外
国
税
額
控

除
余
裕
枠
の
彼
此
流
用

Ｚ
２
５
５
―
１
０
２
４
０
（
破

棄
自
判
）

⑦
平
１６
―
１２
―
２４
第
二
小
法
廷

日
本
興
業
銀
行
事
件
／
不
良
債

権
に
係
る
貸
倒
損
失
の
損
金
算

入
時
期

Ｚ
２
５
４
―

９
８
７
７
（
破
棄
自
判
）

⑧
平
１６
―
０９
―
０７
第
三
小
法
廷

認
定
賞
与
に
係
る
納
税
の
告
知

Ｚ
２
５
４
―
９
７
３
８
（
破

棄

自
判
）

⑨
平
１６
―
０７
―
１３
第
三
小
法
廷

ね
ず
み
講
事
件
／
人
格
の
な
い

社
団
の
成
立
要
件

Ｚ
２
５
４
―
９
６
９
５
（
破

棄

自
判
）

こ
れ
ら
の
破
棄
判
決
は
、
ど

れ
も
重
要
な
判
決
で
す
が
、
中

で
も
、
最
近
の
事
件
は
、
実
務

へ
の
影
響
が
大
き
く
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の

中
で
も
最
新
の
①
と
②
の
事
件

を
採
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

（
③
は
東
京
税
理
士
界
３
月
１

日
号
６
面
「
解
体
新
書
」
参
照
）
。

３

ホ
ス
テ
ス
報
酬
の

源
泉
徴
収
義
務
事
件

（
平
２２
―
０３
―
０２
）

こ
の
事
件
は
、
パ
ブ
ク
ラ
ブ

を
経
営
す
る
納
税
者
ら
が
、
ホ

ス
テ
ス
に
対
し
て
半
月
ご
と
に

支
払
う
報
酬
の
源
泉
所
得
税
を

納
付
す
る
に
際
し
、
控
除
額
と

し
て
５
０
０
０
円
に
こ
の
半
月

間
の
全
日
数
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
を
控
除
し
て
計
算
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
控
除
額
は

ホ
ス
テ
ス
の
実
際
の
出
勤
日
数

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
と

ど
ま
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
取
消
し
を
求
め
た
と
い
う

事
案
で
す
。

最
高
裁
は
、
一
般

に
、「
期

間
」
と
は
、
あ
る
時
点
か
ら
他

の
時
点
ま
で
の
時
間
的
隔
た
り

と
い
っ
た
、
時
的
連
続
性
を
持

っ
た
概
念
で
あ
る
と
し
た
上

で
、「
当
該
支
払
金
額
の
計
算
期

間
」
も
、
そ
の
支
払
金
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
の
初

日
か
ら
末
日
ま
で
と
い
う
時
的

連
続
性
を
持
っ
た
概
念
と
解

し
、
租
税
法
規
は
み
だ
り
に
規

定
の
文
言
を
離
れ
て
解
釈
す
べ

き
も
の
で
は
な
く
、
原
審
の
よ

う
な
解
釈
を
採
る
こ
と
は
、
文

言
上
困
難
で
あ
る
と
し
、
ホ
ス

テ
ス
報
酬
の
額
が
一
定
の
期
間

ご
と
に
計
算
さ
れ
て
支
払
わ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、「
当

該
支
払
金
額
の
計
算
期
間
の
日

数
」
は
、
ホ
ス
テ
ス
の
実
際
の

稼
働
日
数
で
は
な
く
、
そ
の
期

間
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
日
数

を
指
す
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
と
し
て
、
東
京
高
裁

に
差
し
戻
し
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
差
し
戻

さ
れ
た
東
京
高
裁
で
は
、
新
た

な
口
頭
弁
論
に
基
づ
き
裁
判
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
破
棄
の
判

断
を
示
し
た
最
高
裁
判
決
に
拘

束
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
者
の

勝
訴
は
確
定
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

最
高
裁
が
「
租
税
法
規
は
み

だ
り
に
規
定
の
文
言
を
離
れ
て

解
釈
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
」

と
判
示
し
た
こ
と
は
、
厳
格
な

文
理
解
釈
に
立
つ
べ
き
こ
と
を

示
唆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。４

ガ
ー
ン
ジ
ー
島
事

件（
平
２１
―
１２
―
０３
）

こ
の
事
件
は
損
害
保
険
業
を

営
む
上
告
人
Ａ
社
が
チ
ャ
ネ
ル

諸
島
の
ガ
ー
ン
ジ
ー
に
設
立
し

た
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
子
会
社
Ｂ
社

が
特
定
外
国
子
会
社
等
に
該
当

す
る
と
し
て
、
更
正
処
分
等
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
上
告
人
か
ら

の
更
正
の
請
求
に
対
し
て
更
正

を
す
べ
き
理
由
が
な
い
旨
の
通

知
を
受
け
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

処
分
の
取
消
し
を
求
め
た
と
い

う
事
案
で
す
。

第
一
審
、
控
訴
審
と
も
に
そ

の
請
求
を
棄
却
し
た
た
め
、
Ａ

社
は
最
高
裁
に
上
告
し
ま
し

た
。

本
件
で
は
、
子
会
社
が
特
定

外
国
子
会
社
等
に
当
た
る
か
否

か
が
争
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
子

会
社
が
ガ
ー
ン
ジ
ー
に
お
い
て

租
税
と
し
て
納
付
し
た
も
の
が

外
国
法
人
税
に
該
当
す
る
か
否

か
が
争
点
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。最

高
裁
は
、
本
件
外
国
税

は
、
ガ
ー
ン
ジ
ー
の
法
令
に
基

づ
き
ガ
ー
ン
ジ
ー
に
よ
り
子
会

社
の
所
得
を
課
税
標
準
と
し
て

課
さ
れ
た
税
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
租
税
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

判
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
法
人
税
に
含
ま

れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
法

人
税
法
施
行
令
１
４
１
条
３
項

１
号
又
は
２
号
に
規
定
す
る
税

に
も
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
税
に

も
当
た
ら
ず
、
法
人
税
に
相
当

す
る
税
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

も
困
難
で
あ
る
か
ら
、
外
国
法

人
税
に
該
当
す
る
こ
と
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示

し
、
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、

原
審
判
決
を
破
棄
自
判
し
て
、

納
税
者
勝
訴
を
言
い
渡
し
ま
し

た
。

お
わ
り
に

相
次
ぐ
最
高
裁
の
破
棄
判
決

は
、
租
税
法
律
主
義
に
基
づ

き
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
、
文

理
解
釈
の
重
要
性
を
改
め
て
示

唆
す
る
も
の
で
し
た
。

判
決
の
重
要
性
に
つ
い
て
は

国
税
庁
か
ら
「
調
査
担
当
者
の

た
め
の
重
要
判
決
」
シ
リ
ー
ズ

が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
税

理
士
の
視
点
か
ら
も
「
税
理
士

の
た
め
の
重
要
判
決
」
シ
リ
ー

ズ
の
情
報
発
信
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

朝
倉

洋
子
﹇
目
黒
﹈

収
録
内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
デ
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タ
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ー
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編
集
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